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１．会社概要 

（１）事業所及び代表者氏名 

    事業者名   ：田辺倉庫株式会社 

代表者氏名  ：田邉 敬勝（代表取締役） 

    ＵＲＬ     ：http://www.tanabesouko.co.jp 

 

（２）本社所在地   ：〒213-0005 神奈川県川崎市高津区北見方１－２６－１ 

    関連事業所 

宮内営業所  ：〒211-0051 神奈川県川崎市中原区宮内２－３２－１ 

板妻営業所  ：〒412-0048 静岡県御殿場市板妻長畠７６３－１０ 

北見方営業所 ：〒213-0005 神奈川県川崎市高津区北見方１－１９－１ 

下野毛営業所 ：〒213-0006 神奈川県川崎市高津区下野毛１－１２－２６ 

 

（３）環境管理統括者 ：佐藤 知也（常務取締役） 

 

（４）環境管理責任者 ：佐藤 知也 

   連絡先ＴＥＬ  ：044－844－7771 

ＦＡＸ  ：044－822－0973 

 

（５）事業概要：倉庫事業（物品の保管、荷役、流通加工及び情報処理業務） 

 

（６）事業規模（2023年 7月現在） 

      従業員数 ： ６１名（パート、アルバイト含む）   

 

 

２．対象範囲（認証・登録範囲）レポートの対象期間及び発行日 

（１）対象範囲全組織、全活動が対象範囲［下野毛営業所全棟貸の為対象外］ 

 

（２）環境経営レポート対象期間 

   ２０２２年７月～２０２３年６月 

 

（３）環境経営レポート発行日 

２０２３年８月９日 
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３．環境経営方針 

環境経営方針 
[環境理念] 

 

田辺倉庫株式会社（以下当社とする）は、倉庫事業を通じて美しい地球を守ることも重要な経営

課題である事を認識し、美しい自然と豊かな資源を次世代に残す責任があると考え、環境保護に

対して継続的企業努力を行い、次に定めた５つの環境経営方針を基に企業としての社会的責任を

果たしてまいります。 

 

[環境経営方針] 

 

1. 法規制等の遵守 

環境保全に関する諸法規を遵守します。 

 

2. 資源・エネルギーの効率的利用 

廃棄物の削減と資源の保全を推進し、省エネルギー活動に努めます。 

（１）納入・配送業者へのアイドリングストップ活動に努めます。 

（２）梱包資材リサイクル等の有効活用に努めます。 

 

3. 継続的環境改善と予防 

目的・目標を設定し、取り組み結果を見直す事により継続的に環境を改善し、環境汚染の

予防に努めます。 

 

4. 従業員への教育 

環境教育により全社員と組織に関わる人たちに、自覚と意識を高めさせ全員参加の活動を

行います。 

 

5. 環境啓蒙活動内容の開示 

社内外に対して、活動内容を開示し社会とのコミュニケーションを図る事を最大限努力し

ます。 

 

2009年 5月 21日 制定 

2010年 7月 15日 改訂 

田辺倉庫株式会社 

代表取締役社長                  

 

田邉 敬勝 
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４．2022年度の環境経営目標とその実績 

   

 中期目標 2022年度環境経営目標 2022年度実績 成果 

１ 二酸化炭素排出量を

2020 年度実績以下とす

る。 

目標値：9,437kg-CO2

以下 

二酸化炭素排出量を

2020 年度実績以下と

する 

                    

9,437kg-CO2以下 7,886.92Kg-CO2 ○ 

２ 一般廃棄物排出量を、 

2020 年度実績以下とす

る。 

目標値  ：556.1㎏ 

一般廃棄物排出量

を、 

2020年度以下とする。 556.1㎏ 457.7㎏ ○ 

３ 紙購入量を、過去 5年

実績平均以下とす

る                                 

目標値  ：400kg             

紙購入量を過去 5年

実績平均以下とする 
400㎏ 325.56㎏ ○ 

４ 水使用量を、過去 5 年

実績平均以下とする 

目標値  ：324㎥ 

水使用量を、過去 5年

実績平均以下とする。 
324㎥ 141.34㎥ ◯ 

５ 継続的な従業員教育を

行う。 

 

四半期に 1度、 

環境に対する 

意識を高める教育を

行う。 

 

 

1回/四半期 

 

年間 4回 

四半期に一度 

実施 

○ 

６ 継続的な生物多様性活

動を行う。 

５つのアクションの

取組を実施す

る                   

①味わう ②ふれます 

③伝えます ④参加し

ます ⑤買います 

年間を通じて

従業員に対し

て啓蒙活動を

実施する 

Act1：68  

Act2：16 

Act3：17 

Act4：6 

Act5：7 

○ 

  ※目標値のCO2排出係数は調整後排出係数0.53kg-CO2/Kwhを使用していますが、購入電力会社を変更した為

実績値のCO2排出係数は0.00㎏-CO2/Kwhを使用しています。 

H29年度実績 H30.12.27環境省・経済産業省公表 

 

環境負荷の全体像 

 

 

 

 

   

 
マテリアルバランス 

 

電力 278,619Kwh 

田辺倉庫㈱  

事業活動 

 

[内部循環] 

コピー用紙裏紙

利用 15㎏ 

CO2排出量 7,886.92Kg-CO2 

ガソリン・軽油 
3,272.75L 

114L 廃棄物 457.7Kg 

コピー用紙 325.75kg 

資源物 
段ボール等の梱

包資材 梱包資材 
ボール等の梱包

資材 

水使用量 141.34㎥ 総排水量 141.34㎥ 

※化学物質の使用はありません   

※水使用は生活用水のみ 

INPUT OUTPUT 
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環境負荷の現状と考察 

 環境負荷の現状（2017年度～2022年度）  

項目 CO2総排出量 

（kg-CO2） 

電力使用量 

（Kwh） 

ガソリン 

使用量 

（L） 

一般廃棄物 

排出量

（t） 

水使用量 

（㎥） 

紙購入量 

（kg） 

2017年度  30,185(0.026) 376,952 8,560 0.59 385 422.06 

2018年度 24,597(0.026) 382,119 6,188 0.55 349 369.00 

2019年度 9,918(0.000) 370,327 4,473 0.44 308 447.32 

2020年度 9,437(0.000) 411,963 4,003 0.55 230 338.26 

2021年度 8,680(0.000) 312,408 3,282 0.52 107 317.08 

2022年度 7,886(0.000) 278,619 3,386 0.45 141 325.56 

※CO2調整後排出係数 (単位 0.00kg-CO2/kWh)プレミアムグリーンパワー㈱（平成 29年 12月 21日公表）  

 

 環境負荷の考察 

 二酸化炭素排出量 

実排出係数の低い電力会社から購入出来ている

ので、ガソリンと軽油の値が表れている 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力使用量 

                             

電力使用量は対前年 89％、しかしながら世界情勢な

の影響により、電気料金は前年度比 117％増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガソリン使用料 

  

北見方営業車顧客訪問増加により、ガソリン増加。 

板妻、宮内は使用減少 
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一般廃棄物排出量 

 

板妻、 2023 年 1 月顧客入替の為、廃棄増加     

全社では他部門でカバーして前年より減少 

 

 

 

 

 

 

 

水  

 

水使用量 

 

 

全社で 34Lの増加だが、切り詰めての事なので、 

次年度削減に期待 

 

 

 

 

 

 

 

紙購入量 

 

 

前年比 8 ㎏増加、購入タイミングなどの影響によ

るものであるため、次年度も維持できるよう、各

部門で調整していく 
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 ５．２０２２年度主要な環境経営活動計画（具体的取組内容）及びその実績、評価結果 

   

２０２２年度 

 活動計画／施策 結果 

評価結果 

達 成：○  

未達成：× 

１ 購入電力の抑制 

・空調の適正使用 

・機器不使用時の節電 

・消灯 

化石燃料の抑制 

・エコドライブ 

・モーダルシフト 

その他 

・集計方法の確立 

月ごとに傾向・分析・調査を

進め、適宜対応した。改善点

については、全社で展開でき

るよう水平展開を図った。 

コロナ禍の中、夏季冬季共に

エアコンを付けながら窓を開

けて換気をしなければならず

購入電力が増加してしまった 

○ 

２ 一般廃棄物 

・分別の徹底・分別のチェック 

月ごとに傾向・分析・調査を

進め、適宜対応した。 

分別意識の向上を図るために

掲示を継続して実施した。 

 

○ 

３ 資源物のリサイクルフローを確立する 

・業者選定・契約書締結・適正処理の確認 

廃棄物マニュフェストを適切

に管理、現地確認の実施 
○ 

４ ・節水啓蒙活動 月ごとに傾向・分析・調査を

進め、適宜対応した。 

 

○ 

５ ・環境に対する継続的な教育の開催 

・環境意識を高める場の提供 

テーマを環境活動、配水・排

水、SDGs、廃棄物とし年間四

半期毎 4度実施した。 

川崎市 SDGsプラットフォー

ム「子供たちへの寄付スキー

ム」活動報告実施 

○ 

  ※評価については全社の項目ごとに、概ね計画通り実施できた活動を「○」、ほぼ実施できていない 

   活動を「×」と致しました。 

 

 

 

 

環境教育 

 環境の取組を適切に実行するために、教育・訓練を実施し、人材育成を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 教育・訓練名 対象者 講師 

環境管理基本教育 全従業員 EA21事務局 

環境経営教育 管理職 EA21事務局 

環境管理専門教育 法定責任者 EA21事務局 

緊急事態対応訓練 該当担当者 － 
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６．２０２３年度の環境経営目標と環境経営活動計画（施策） 

  

２０２３年度 

 中期目標 年度目標 活動計画 －具体施策－ 

１ 二酸化炭素排出量を 2021年

度実績以下とする。※ 

 

目標値 ：160,114kg-CO2以

下 

二酸化炭素排出量を 2021年

度実績以下とする。 

 

目標値 ：160,114㎏-CO2以

下 

購入電力の抑制 

・空調の適正使用 

・機器不使用時の節電 

・消灯 

２ 一般廃棄物排出量を、2021年

度実績以下とする。 

 

目標値  ：527.4kg 以下 

一般廃棄物排出量を、2021年

度実績以下とする。 

 

目標値  ：527.4kg以下 

・分別の徹底 

・分別のチェック、パトロール 

３ 水使用量を、過去 5 年実績平

均以下とする 

 

目標値  ：276㎥以下 

水使用量を、過去 5年実績平

均以下とする 

 

目標値  ：276㎥以下 

・節水啓蒙活動       

・節水協力の掲示 

４ 強固なインフラを整備し、成

長可能な会社づくりの推進 

部門間環境クロスチェックの

年 2回の実施 

・部門清掃、点検  

・営業車清掃、点検 

５ 継続的な従業員教育を行う。 四半期に 1度、年４回環境に

対する意識を高める教育を行

う。 

目標値  ：1回/四半期 

・環境に対する継続的な教育の開催 

・CO2削減・廃棄物・配水、排水・ 

ＳＤＧｓ 

  ※化学物質の使用は無いため環境目標の設定はありません  

※購入電力排出係数 0.485kg-CO2/kWh日本テクノ（株）－R3年度実績－ R5.1.24環境省・経済産業省公表                              
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７．環境経営実施体制 

   

社長  

  

      

   環境管理統括者 

        

            

       

    

 

 

 

             本社      板妻営業所    北見方営業所   宮内営業所 

 

                      環境管理責任者  環境管理責任者  環境管理責任者  環境管理責任者 

 

 

 

担当 役割・責任・権限 

社長 

①環境経営方針の制定 

②本マニュアルの承認 

③全体の評価と見直しの実施 

④ＥＡ２１の構築・運用に必要な「資源」の確保 

⑤環境関連の責任者の任命 

環境管理統括者 

①ＥＡ２１の構築・運用に関する統括 

②環境関連文書、手順書の査閲、承認 

③その他、社長が指示する事項 

環境管理責任者 

①ＥＡ２１の構築・運用に関する管理 

②環境関連文書、手順書の作成 

③環境記録の作成、承認 

④その他、環境管理統括者が指示する事項 

環境管理責任者 

（部門） 

①ＥＡ２１の構築・運用に関する部門管理及び部下への実行指示 

②環境記録の作成 

③その他、環境管理責任者が指示する事項 

全社員 
①ＥＡ２１の構築・運用に関する実行 

②その他、環境管理責任者（又は部門長）が指示する事項 

内部監査人 
①環境経営システムの監査 

 

  

内部監査組織（内部監査人） 

環境管理責任者 事務局 
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８．主な環境活動のご紹介 

令和 3年 4 月より「かわさき SDGs ゴールドパートナー」SDGsの達成に向けて取り組む企業・団体を川崎市が

登録・認証する制度 2022年度に分科会が設置され「子供たちへの寄付スキーム」子どもの成長とあふれる笑顔

を実現するため、企業や家庭でやがて廃棄されてしまう災害時用の非常食や文房具などが、寄付を通じて必要な

子供たちに届くサイクルの構築を目指して活動 

① 子どもたちに対する支援の普及促進 

② 活動に関わる多様な主体のネットワーク 

③ スキームの強化や構築 

  

15の参加団体と共に活動し子供たちへの寄付スキームの活性化、子どもたちの成長とあふれる笑顔を実現 

  

2023年 4月 21日子どもたちへの食料の配布・試食イベント参加 

  寄付企業から寄付品の回収（多摩区地区）担当  

     

 [板妻] 

 御殿場市水質保全協議会主催「清掃活動に参加」  2023年 6月 26日 

 コロナ禍で実施されていなかったが、参加者 336名御殿場市長の挨拶で出発式が行われ市内 5コースを清掃 

 清掃後回収した廃棄物を分別し解散 

 歩道脇植込みへポイ捨て、バス停・横断歩道付近のたばこの吸い殻投機などが目立った 

 
 

９．環境関連法規制への違反、訴訟等の有無 

  当社が実施した遵守評価等の結果、過去３年間の上記環境関連法規制の違反及び利害関係者からの指摘、訴

訟はありませんでした。 

 

  ※「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等、18法 

  ※「神奈川県環境の保全等に関する条例」等、6条例 

  ※「顧客要求事項」等、2事項  
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

  

  １．全体評価 [■＝達成・■＝未達成・■＝前年並み] 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

二酸化炭素排出量 

北見方営業所、営業訪問

増加によりガソリン使

用量増加 

宮内・板妻で使用押さ

え、排出量は減少できた 

廃棄物排出量 

各営業所長年の取組み

にて毎年低減してもら

っています。日々のちょ

っとした事の積み重ね

を継続お願いします 

水使用量 

生活用水として使用、

各営業所節水活動がで

きています。気を抜か

ず今後も取組みお願い

します  

  

コミュニケーション 

環境レポートによる環

境活動の告知、川崎市

SDGs の活動の報告進め

てください 

   

 

緊急事態訓練 

マニュアルに沿って実

施ください。 

また気づいたことあれ

ばフィードバックをお

願いします 

 

社会貢献活動 

会社の周辺、通勤路など

の清掃活動を継続お願

いします。 

 

 

 

環境教育 

テーマごと繰り返し実

施ください。 

EA21 活動につながる教

育をお願い致します。 

 

 

購入電力量 

購入電力を前年から

11％減少に成功。 

電気料金は 41％割増し 

継続して節電継続を 

 

 

紙購入量 

毎日の少しずつの活動

が減少の役に立ってい

ます。今後も継続お願い

します。 
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２．見直しの結果 

   

  

環境経営方針 
変更の必要性（ 有  ・  無 ） 

 変更の必要はありません 

環境経営目標 
変更の必要性（ 有  ・  無 ） 

中変更の必要はありません 

環境活動計画 
変更の必要性（ 有  ・  無） 

 変更の必要はありません 

実施体制 
変更の必要性（ 有  ・  無 ） 

 変更の必要はありません 

環境経営マニュアル 
変更の必要性（ 有  ・  無 ） 

変更の必要はありません 

環境関連法規の遵守状況について 
変更の必要性（ 有  ・  無 ） 

 変更の必要はありません 

外部からの環境に関する苦情・要望 
苦情・要望 （ 有  ・  無 ） 

  

 

  

 

 


